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データマイニング技法による SCM システムに関する研究 	  
A	  study	  on	  SCM	  system	  by	  data	  mining	  method1 研究目的 	  
そこで本研究では SCM システム中でデ
ータマイニングについて、企業利潤最大化
と戦略の決定の方策を提供し、中国石油の
遼川石油の物流管理システムのデータを
整理した上で日本では、人為的な原因に対
して最適な購入システムの不正確な定位
や、システムのデータアップによるデータ
マイニング算法の変更などをどのようなSCM システムで研究しているのか明らか
にすることを目的とする。優良会社判定、
物質の品質割合、物流システムに役立つ。	  
2 データマイニング技術 	  
香田は(2002)「データマイニングとは，
データウエアハウスやデータマートから
の知識発見技術の総称であり、統計学と機
械学習(OA)、さらには OR 分野数理最適化
理論と密接に関連している」と述べている。(注１)データウエアハウスは「企業活動にお
いて日々蓄積されるデータに応じて整理
統合情報を再構成したもの」いわゆる「デ
ータの倉庫」のことである(中地中 2002)。(注 3)すなわちデータマイニングはデータウ
エアハウスで顧客や商品や売上などに関
するデータを分析した上で、企業に戦略や
方策を提供するものである。	  
3 SCM システムのプロセス 	  
物流会社と販売会社契約する時、物質の
価額と審査することが重要である。そのた
め、契約明細表の中に優良会社の判定や物
質の価額と会社情報の関係などを調べ、解
析する必要性が非常に重要だと思われて
いる。図 3.1 の下の部分に価額限定の所の
ように、データベースから昔契約したデー
タから同じ物質の価額を確認し、判断する。
最後に審査員で通過した物質の価額もう
一度審査する。物流システムのプロセスか
ら見ると、契約するとき、物質の価額は一
番大事ことがはっきり分かった。	  
	  
	  
図 3.1 物流管理システム E-­‐R 図	  
4 扱うデータ 	  
本研究では中国遼河石油会社SCMシス
テムのデータの一部である。(データの秘
密性があるので、石油会社のITセンタ－マ
ネージャーの許可をもらって、販売会社な
どの資料を隠しておいた)契約表と販売会
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社明細表のデータを用いた予測分析につ
いて研究する。	  
4.1 データの取得 	  
	  
図4.1	   開発体系図	  PowerBuilderはOracle、Sybase、MS	  SQLServer等、著名なデータベースとの接
続をサポートしています。	  
説明:	   	  
	 図4.1は技術応用の体系図である。シス
テム管理のモジュールは物流管理システ
ムの良好な運行のシステムを支える、主に
ユーザーの授権、業務流れの定義、審査許
可流れの定義、データ倉庫の管理、データ
のバックアップ、システムログの管理、帳
簿に対して、必ず結んで物資管理の中で各
一環のコントロールのパラメーター設置
の作業に対して管理する仕事である。	  
	  
図4.2データ取得方法	  
本研究は図4.2のように、システム管理
員はPowerbuilderでデータが管理できる。
言語SQLを使い、データベースからデータ
を取得した。	  SQLはリレーショナルデータベースの操
作を行うための言語の一つ。IBM社が開発
したもので、ANSI(アメリカ規格協会)やISO(国際標準化機構)によって標準として
規格化されている。	  
4.2 解析ツール SAS	  
本研究の解析ツールはSAS9.1である。	  SASシステムはデータを扱うためのシス
テムと言われる。データから意味のある情
報を得るために必要な処理として、その80%はデータ関連処理となる。データ関連
処理とは、データへのアクセス、データ管
理、データ抽出、変換、加工、そして保存
と検索といった一連の機能である。残り20%はデータ分析およびデータ表現にあ
たる。データ分析とは、データを利用しや
すい、わかりやすい情報にするために、要
約したり、変換したりすることである。そ
のためにさまざまな統計解析の手法があ
る。また、データ表現とは、表やグラフな
ど、様々な方法によりわかりやすく表現す
ることである。	  
4.3 データについて 	  
取得したデータは二つがある、一つは契
約明細表、もう一つは販売会社明細表であ
る。契約明細表は、契約番号、物質の詳し
い情報と契約の情報などの34個フィール
ドがある。しかし、その中に、物流システ
ムのプロセスによって、明細表の中に、物
質ID、数量、価額、供給数量、ニーズ数量
などの必要性があると考えている。	  
5 統計手法 	  
	 ここでは決定木、ロジスティックなどの
方法について述べる。	  
5.1 決定樹 	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決定樹は判別、予測を目的とするデータ
マイニング手法で、経営手法のCRM(Customer	  Relationship	  Management)
での優良顧客の属性抽出などに活用され
てきた。	  1. 分析手法:CHAID、CART、QUEST、C5.0	  2. SAS では CHAID、CART、QUEST、C5.0
の長所を組み合わせて作られている。	  3. 目的変数:契約表の数量差(f_sa)。	  4. 説明変数:販売会社先(f_level01)、会
社規模評価(f_level02)、契約総合金
額(f_qiyuejie)。	  
5.2 ロジスティック回帰 	  
Ø 目的 	  
	 複数の変数によって興味のある
カテゴリ変数のちを予測する、ある
変数の、各カテゴリの判別における
重要度を知る。	  
Ø データの特徴 	  
	 ロジスティック回帰、基準変数(2
値)←説明変数(量的/ダミー)。	  
Ø 利点 	  
	 予測と同時に各変数の相対的な
影響力が分かる。例えば、説明変数
の重要度、オッズ比により解釈が可
能(exp(B))。	  
6 実験 	  SAS ソフトを起動し、整理したデータをSAS にインポートする。解析ボタンを押し
て、企業分析のボタンを押す図 6.1 のよう
に、提案方法で解析する	  
	  
図 6.1 解析実験	  
6.1 メーカー表について 	  SAS でメーカー表を分布図で解析した、
会社先の距離(f_level01)	   図 6.2 図 6.3 のよ
うに、3 遠い場所企業の数が一番多い、次
は県内、市内企業である。	  
	  
図 6.2 販売会社先	  
6.2 決定樹(実験)	  
	  
図 6.4 規模と距離の決定樹(A)	  
図 6.4 を見ると、元から距離レベル456(4 遠い場所、5 香港台湾など、6 海外)
企業の信用が非常に良い、契約数は 716 個
であるが、f_sa があるのはゼロである。	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図 6.5 契約金額の決定樹	  
6.3 ロジスティック回帰(実験)	  
	  
図 5.7 予測よさ	  
7 結果 	  
本論文では中国おける遼川石油の総合
物流管理システムに対して企業利潤最大
化と戦略を決定し、情報化技術の結合をベ
ースとして、優良顧客、需給状況の変動と
市場価格の情報を把握し、管理の品質を高
めるための研究を行っている。	  
決定木の分析には、契約には販売会社の
規 模 (ABCDEL) 、 販 売 元 か ら の 距 離(123456)、契約金額三つの説明変数を使っ
て解析している(アルファベットは規模大
きさ A>B>C>D>E>L、数字は距離の長さ6>5>4>3>2>1)。解析結果として、会社規
模が大きくなると、会社の信用度が悪くな
るといった興味深い関係が見出されてい
る。しがしながら、海外と香港台湾の会社
では会社規模に比例した信用度があるこ
とが発見されている。	  
特にレベル D 規模の企業の中では、販売
元からの距離が 456 の範囲内にあり、距離4 は中国の国内企業、5 は台湾香港、6 は
海外企業となっており、これらの企業の信
用度が非常にいいである。また、国内企業
の中に、契約金額が 20 万元以下、企業規
模レベルを D、距離を 4 の企業の信用度が
最も高い。	  
ロジスティック回帰の場合はレベルA(大手企業)、C(やや大手企業)、D(普通企
業)規模の企業は説明変数の重要度が非常
に高い、オッズ比からも重要という解釈を
与えている。	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